
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度  須田小学校だより      令和２年６月１日（月） 
 

須田っ子  第5 号 

命を守る勉強 
                         校長    
６月と１０月は、「いじめ見逃しゼロ強調月間」です。学校では、「アンケート」や「教育

相談」、「いじめに関わる内容についての授業（道徳）を実施」「計画委員会の呼び掛け後、

各学年で取組を話し合い、実行」「ぽかぽかのことばを見付けるぽかぽかの木の活動」「家庭

と連携した心トキめく絆づくり週間の設定」など、子供たちの社会性の育成や、家庭や地域

と連携し、子供たちが多くの人や地域と絆を深める活動を実施していきます。今後もご支

援、ご協力をお願いします。 

さて、５月２９日（金）の全校集会では、命を守る３つの話をしました。 

一つ目は、いじめ見逃しゼロの話です。 

２０１３年（平成２５年）に、「いじめ防止対策推進法」が制定されました。これは、い

じめにより多くの子供たちが自ら命を落とすなど、全国でいじめをめぐる問題が深刻化し

たことにより、いじめを禁止し、その対応をそれぞれの機関で位置付けるためのものです。 

いじめというと、お金をとったり、叩いたりするなどの暴力や無視などを思い浮かべる

人も多いと思います。そういうことが起こらないようにすることはもちろん、いじめにつ

ながる芽を摘んでいくことも必要です。この法律では、「嫌なこと」を言われたり、された

りしたこともいじめであるとしています。 

そこで、次のように話しました。６月はいじめ見逃しゼロ強調月間です。「嫌だな」と感

じたことは「嫌だった」と誰かに話したり、自分が嫌だと感じたことを人にしていないかを

振り返ったりして、いじめにつながることを見逃さないようにしていきましょう。 

二つ目は、交通安全の話です。 

水曜日に交通安全教室がありました。「一時停止」「右を見て、左を見て、また右を見ての

確認」など、交通安全の大切さをしっかりと学ぶことができたと思います。 

ところで、「一時停止はどこで停止するのでしょうか？」「右を見ての見ては何を見るの

でしょうか？」。 

常に停止線があるわけではありません。須田地区には「きけん とび出すな」等を看板で

表示してありますが、ひょっとしたら、車が来るかもという場所ではしっかりと一時停止

してください。 

また、「見る」のは、車や自転車、人などですが、ただ見るのではなく、ぶつからないか

の確認をしてください。十分大丈夫と思っても、車のスピードによっては止まっていた方

がよい場合もあります。目だけでなく、耳やこれまでの経験をいかして、絶対に事故にあわ

ないでください。 

 三つ目は、熱中症の防止です。 

 新型コロナウイルス感染防止をすることは大切です。しかし、毎年熱中症で命を落とす 

人も少なくありません。マスクをしていて苦しいと感じたり、運動をしたりするときは、マ 

スクをはずしましょう。 

 また、のどがかわいていなくても、１時間に１回は水分補給をしましょう。マスクをした 

り、屋内にいると、のどがかわいていないと感じるそうです。しかし、汗などで身体から水 

分はどんどん出て行きます。のどがかわく前に水分補給をしていきましょう。 

 そして、暑さに備えるために運動をしっかりとしましょう。少しくらいの暑さに負けな 

いように、「体を暑さに慣れさせる」には、運動することが大切です。がんばりタイムなど 

ありますが、無理のない範囲で運動を頑張りましょう。 
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 ぼくは、加茂警察の人といっしょに交通安全の

ことを学べて楽しかったです。 

 「すぐ青信号を渡るのは、いけないよ。」 

信号のところで、警察の人が笑顔で教えてくれ

ました。 

ぼくは、信号が青になったら、すぐ渡ってもい

いかなと思っていました。これからは、信号が青

になっていても、一回止まって確認してから渡ろ

うと思いました。 

          （４年 ） 

 自転車に乗る前に、交通安全指導をしてくださる

方に、 

「まず、周りの安全を確認してから乗ります。乗っ

たら、また確認して、進みます。」 

と、教えてもらいました。 

 その時、私は、確認しないで乗っていたなと思い

ました。 

これからは、きちんと確認しようと思いました。 

            （４年 ） 

 私が交通安全教室で学んだことは、二つです。 

まず、「近くにあったら横断歩道を渡る」とい

うことです。横断歩道ではないところを渡ると危

ないと言われました。だから、あまり横断歩道で

はないところは渡らないようにしようと思いまし

た。 

次に、車の近くに行かないようにしたいです。

右と左がよく見えないから危ないと言われたから

です。 

（２年 ） 

 私は警察の  さんとペアになりました。横断歩

道は走らず、早歩きですばやく渡ってねと教えても

らいました。信号が点めつしたら渡らないことや赤

信号で待っている時に足を前に出すと車にはられる

から一歩後ろに下がるということも教えてもらいま

した。 

 最後は本物の車が通る横断歩道を渡りました。本

当なのでびくびくしました。  さんが支えてくれ

たので怖くなくなりました。 

（２年 ） 

5／27（水）交通安全教室を実施しました 
 「命を守る」勉強として、交通安全教室を実施しました。年に一度の実施ですが、

「一時停止」「確認」「交通ルール」を学んだり、再確認したりする時間となっていま

す。自転車の乗り方や歩道等の歩き方などを、加茂警察署交通課、須田駐在所、市役

所の方から指導していただきました。 

5／26（火）がんばりタイム始めました 
 子供たちの体力の向上のために「がんばりタイム」を始めました。３密にならないよう

に、１，３，５年生と２，４，６年生に分け、さらにコースも学年で分け、スタート位置も

一斉にせずに分散させました。環境省や厚生労働省からは、「暑さに備えた体づくり」を、

「新しい生活様式」における熱中症予防行動のポイントにあげています。   

子供たちが無理をしすぎないように声を掛けながら続けていきたいと思います。 

がんばりタ

イムは、火曜

日と木曜日の

20分休みに

実施していま

す。 


